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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、英語教育に取り組んでいる小学校教師の外国語教師としての特徴を
環境要因との関わりにおいて明らかにすることである。そのために、教育環境に特色のある小学校の教師を対象
にして、教師の認知面、感情面、行動面について混合研究法を用いて解明した。その結果、指導経験や環境要因
が教師の内面に与える変化の一端が明らかになり、得られた示唆をもとに、望ましい教師への支援や新しい英語
教育の可能性について検討した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to investigate the characteristics of Japanese 
primary school language teachers engaged in English education in relation to their teaching 
environments. A mixed research method was utilized to target teachers in different distinctive 
educational contexts, with a focus on cognitive, affective and behavioral dimensions. The study 
revealed one aspect of how teaching experience and workplace contexts affects teacher attitude. 
These findings were used to review effective teacher support and the potential for a new English 
educational curriculum.

研究分野：教師認知研究
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１．研究開始当初の背景 
小学校への英語教育導入により，期せずし
て新たに外国語教師としての役割を担った
小学校教師たちに引き起こされる内面の変
化とはどのようなものなのか。そしてそうし
た変化は教師をとりまく環境の違いによっ
てどのように異なった特徴をもつのであろ
うか。こうした疑問に答えることは，小学校
で外国語指導に携わる教師たちを適切に支
援するための貴重な情報源となるものであ
ると考える。 
最新の言語教師認知研究を総括した Borg 

(2012)によれば，教師認知研究はその範囲や
内容において近年めざましく広がりと深ま
りをみせている。しかしながら日本の小学校
英語教育は始まったばかりであり，日本にお
ける小学校教師を対象とした言語教師認知
研究はまだ十分とは言えない。これまでの教
師認知研究では，「教師の思考過程」「教師知
識」「ビリーフ」などといった個々の教員の
内面に焦点を当てた研究が多く見られてい
るものの，環境との関わりを探った研究は多
くはなく，その多くは教師の思考や信条のレ
ベルにとどまっており，動機づけなどといっ
た，より深いレベルにまでは立ち入っていな
い。 
小学校教師は自らが学習者として小学校
における英語教育を体験しておらず，基本的
に教員養成課程での教科専門教育を受けて
いない特殊なケースであると言える。彼らが
言語教師として何によってどのように成長
していくのを知ることは，教師教育や小学校
英語教育の改善のための貴重な情報源にな
るだけでなく，学習者要因の分野においても
新たな示唆をもたらすものと考える。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，外国語指導に取り組んで
いる小学校教師の実態をその内面から理解
することにより，個々の教師のニーズに応じ
た適切な支援や教師教育の改善に資するこ
とである。研究課題を「小学校教師たちに共
通する言語教師としての特徴は何か」，「異な
った環境にある小学校教師たちに共通する
言語教師としての特徴は何か」，「異なった環
境にある個々の小学校教師の言語教師とし
ての特徴は何か」に設定し，全体像としての
教師をとらえるために，認知・感情・行動の
３領域に着目する。そのうえで，生態学枠組
み (Bronfenbrenner, 1979)を用い，個人をと
りまく環境をマイクロシステム(個人が直接
経験している環境)，メゾシステム(個人が参
加する２つ以上の行動場面の相互作用)，エク
ソシステム(積極的な参加者ではないが影響
がある環境)，マクロシステム(文化全体のレ
ベルで存在する一貫性や信念体系)の４つの
階層から考察する。 

 
３．研究の方法 
本研究では，質問紙を用いた量的なデータ

と調査目的にあったサンプリングによるイ
ンタビューや集団討議から得た質的データ
を混合して用い，統計的な検証と記述データ
の考察を繰り返し行うことにより，研究課題
の解決をはかる。 
質問紙調査の分析には，時間的，経済的な
制約から基本的に横断的研究方法を用い，経
験の違いなどといった属性によって教師を
群化し，その群間の違いを統計的な手法で比
較する。また，質的なデータはコード化とそ
のカテゴリー間の関係を解釈することで理
論の構築を図る。こうした質的なデータから
得られる情報は，教師認知のもつ複雑性，文
脈性を理解するのに役立ち，教師の成長のプ
ロセスを動的にとらえることを可能にする
ものであると考える。 
こうした複数の手法を組み合わせること
により，小学校教師の言語教師認知に関して
より包括的で深い理解を得ることができ，ま
た一般的で大多数に共有された教師認知と
個人レベルの認知を区別し，個人と集団との
両面に焦点を当てることができるものと考
える。 
 
４．研究成果 
(1) 小学校教師に共通する特徴は何か  
・研究方法 
調査にあたっては，中村・志村(2011)で作
成された質問紙を用い，教師の認知面（指導
観・言語学習者ビリーフ），感情面（外国語
学習動機・国際的志向性），行動面（外国語
授業実践・教師の学び）に関して教師をとり
まく環境要因との関わりにおいて分析した。
職場環境要因として職場効力感・教師の協力
体制を調べた。また属性として，年齢，性別，
担当学年・役職，教師経験年数，英語指導経
験，自己申告による英語力を分析の対象とし
た。 
 
・調査対象者 
インターネット調査と郵送法により279名
の小学校教師のデータを得た。 
 
・分析の方法 
質問項目から得たデータにおける各変数
の特徴を明らかにし，変数間の関係を調べる
ことで課題の解決を図った。分析には尺度ご
とに因子分析を行い，内的整合性を高めたう
えで，それによって得られた因子得点を用い
た。 
属性によって教師を群化し，群間の因子得
点を比較するとともに，環境要因（学校環境
と社会・文化的背景）の違いによる得点の比
較により要因間の関係を検討した。 
 
・結果 
学習方略に関わる学習者としてのビリー
フは環境による影響を受けにくいものの，学
習動機や国際的志向性といった感情面は性
差や英語力といった個人的要因によって違



いがあり，中でも学習動機は指導経験，役割
と い っ た マ イ ク ロ シ ス テ ム 
(Bronfenbrenner) の影響を受けて変化しや
すいことが示唆された。また，外国語活動授
業実践は指導観よりも学習者としてのビリ
ーフに基づいたものになっている可能性が
見られた。また，職場環境要因としては，有
能性の高い環境が認知面，感情面に，関係性
の高い環境が行動面に関係していることが
示唆された。一方，文化・社会的背景におい
て教師間に違いは見られず，本研究が対象と
している教師たちは英語教育という領域に
おいては同一の文化・社会的文脈にいるもの
と判断された。 
 
(2)異なった環境にある小学校教師たちに共
通する言語教師としての特徴は何か 
・研究方法 
ここではBronfenbrennerの枠組みにおける
エクソシステム (地域環境) に注目し，地域
的な要因がもたらす学校環境と小学校教師
の言語教師としての特徴の関係を，質問紙調
査から得た量的データを質的研究法によっ
て得た言語データによって補完することに
よって検証した。 
 
・調査対象者 
地域環境的に特徴のある 2 校を抽出し，各
校で英語の授業を担当している教師たちへ
の質問紙調査とともに，各校から抽出した 3
名の教師たちに対するインタビューとグル
ープ討議を実施した。抽出された 2校は，英
語授業実践において教師へのサポート体制
や英語教育実施年数に異なった特徴をもっ
ている。 
 
・分析方法 
上述の研究で得た質問紙によるデータの
中から，対象となる２校のデータを抽出し，
因子得点の比較によって2校の教師間に見ら
れる類似点や相違点を調べた。また調査で得
られたすべてのデータも比較データとして
用いることにより，小学校教師全体との比較
によって両校の特徴を明確にした。 
さらに，量的データの結果を補完するため，
各校から抽出した３名ずつの教師に対する
インタビューとグループ討議を行った。分析
は動機づけに関する 3つの前提条件 (Deci & 
Ryan, 1985) による教師の自律性，関係性，
有能性を考慮して行われた。 
 
・結果 
教師に対するサポートがなく担任が単独
で授業をしている環境 (自律性の高い環境) 
や長年の英語教育の実践によって共有すべ
き学校としての経験知をもちそれを共有し
ようとする働きかけが教師の協力体制 (関
係性) を高めているのではないかというこ
とが示唆された。また，そうした自律性と関
係性が高い環境にいる教師たちに効力感 

(有能感) が高い傾向があることが示され，
自律性の高い環境が教師の関係性と有能感
を高めていることが推察された。一方教師に
対するサポートのある学校 の教師には，教
師の協力体制の認識に関して多様性が見ら
れ，サポートへの依存度によって異なった認
識が生じている可能性が示された。 
また，結果からは自律性のある環境 (教師
が単独で授業をしている環境) と関係性の
高い環境 (教師間で経験や知識を共有しよ
うとする環境) によって教師の指導観が共
有化されたものになるのではないかという
ことが推察された。さらにそこには，長年の
英語教育の実践によって培った学校として
の経験知を共有しようとする働きかけも作
用していることが示唆された。 
感情面に関しては，英語を指導するという
経験が教師の内発的動機づけを高めるとい
う推論が裏付けられた。また特に自律的な授
業実践が教師の外発的動機づけを高めるの
ではないかということが示唆された。一方
「国際的志向性」に関しては，異文化の人々
と実際に交流する体験が児童だけでなく教
師の志向性も高めている可能性があり，そこ
には学校の国際的な交流の取り組みや，地域
環境における国際性の高さも関わっている
可能性が示唆された。 
 一方，授業実践に関しては，実践へのサポ
ートやカリキュラム，学習の成果に対する期
待等が構造化授業実践 (詳細な計画に基づ
く授業実践) の傾向をもたらしている可能
性が示され，行政からのサポートに恵まれ，
教育の成果を期待されているという地域要
因に起因する学校環境の特性が教師の実践
を定式化したものにするのではないかとい
うことが示唆された。 
 
(3)異なった環境にある個々の小学校教師の
特徴は何か 
・調査方法 
インタビューとグループ討議による質的
調査を実施し，得られた結果を質問紙調査に
よる量的データと混合して用いることによ
って分析した。質的データの分析には SCAT
法 (大谷, 2011) を，結果の提示には Joint 
Display (Creswell, 2015) を用いた。 
 
・調査対象者 
上述の（２）で協力を得た６名の教師に加
えて，より環境要因の違いを明確にするため
に，地理的に孤立した環境にある僻地校の教
師も調査の対象とした。 
 
・結果 
① 自律性のある環境と教師の協力体制の高
まりに，また教師の協力体制 (関係性) の高
さと教師の自己効力感や学校効力感の高ま
りに関係があるといった環境要因間の関係
性が示唆された。 
② 英語指導実践に対する意欲は教師の英語



習得に対する自信といった個人内の要因で
はなく，生徒と教師間の良好な関係や教師の
協力的な関係性といった環境要因が関わっ
ている。さらに，子供たちに見られた望まし
い変化の実体験や，英語指導が自分の強みに
なるという認識や期待されていることに対
する良い意味でのプレッシャーといった外
的な要因も教師の実践への意欲づけとなっ
ている。 
③ 学習者として獲得した学習者ビリーフや
学習経験が教師となってからも保持され，授
業実践に影響している。一方，教職専門教育
によって得た知識が学習法などのビリーフ
に影響をしている。 
④ 児童に活動をさせることの多い英語授業
を実践することが教師の指導観を「生徒主体
の指導観」へ変化させる可能性があるものの，
指導観の変化には単なる情報の交換ではな
く，教師同士の深い協働が必要である。 
⑤ 授業におけるサポート体制は教師のサポ
ートに対する依存度の高さによって異なっ
た作用をするという推論が教師の具体的な
言葉から裏付けられ，カリキュラムやテキス
トへの依存の程度が，授業実践を「知識の伝
達を重視し，問題の解決法を (学習者に考え
させるのではなく) 提示する」といった詳細
な計画に基づいたものにしているという推
論が支持された。 
⑥ 小学校外国語活動においては，構造化実
践や生徒主体実践と言った従来の授業実践
の枠にはまらない，独自の実践が構築されて
いる可能性が示された。 
⑦ 地域の国際性の高さ，教師の研究会等の
機会の多さやアクセスの便利さといった地
域環境要因が教師の国際的志向性や教師の
専門性を高めるための学びの高まりや頻度
に関わっている可能性が示された。 
⑧ 関係性の高い学校の教師の発話量とその
内容から教師間の関係性の高さが教師の気
づきや内省力を高め，教師の成長に関わる要
因である可能性が示された。 
 
(4)本研究から得られた示唆 
こうした結果をもとに，以下に本研究から
得られた示唆を教師への支援と新しい英語
教育の可能性の観点から述べる。 
 
① 教師への支援に関する示唆 
・学校環境の構築 
本研究においては教師と教師をとりまく
環境要因との関わりを探索してきた。その中
で教師の内面や実践には学校環境要因の関
わりが大きいことが示唆された。本研究から
は，自律性のある環境が教師の協力体制の高
まりに，教師の協力体制 (関係性) の高さと
自己効力感や学校効力感の高まりに関係が
あるという要因間の階層的な関係の可能性
が示唆された。そこから得られる示唆は，教
師に働きかけることでその背後にある環境
要因にも変化を及ぼすような教師への支援

が可能であるということである。教師の関係
性や有能感を高めることは外部からの力で
は難しいが，教師の自律性を高めながらサポ
ートを構築することは可能であると考える。 
外国語教育の専門家ではない小学校教師
たちが外国語活動を実践するにあたっては，
マニュアルや人的サポートによる支援は熟
達化の準備状況をつくるために必要なもの
である。しかし，その際その支援の在り方に
よって教師の自律的実践の度合いが変わっ
てくる。つまり，一律の指導のノウハウを身
に着けることを重視するのではなく，個々の
教師が自分のクラスの子供たちに合わせた
創意工夫ができるような支援，また学校内の
教師同士で実践の交流が必要になるような
支援の工夫である。そこには教師が自分で自
分の子供たちの実態やニーズに応じて授業
を組み立てられるような柔軟なカリキュラ
ムや必要に応じたサポート人材，そして教材
や活動を交流・共有できる同僚の存在が求め
られる。 
小学校外国語活動は 2020 年をめどに教科化
されることが検討されている。そこで懸念さ
れることはカリキュラムの柔軟性が失われ
るのではないかということである。これまで
小学校外国語活動は「子どもの心に種をまく」
ような実践を行ってきた。これまでの小学校
外国語活動の成果は，個々の教師たちの創造
力，適応力，柔軟性のある実践によるものが
大きい。これからの小学校英語教育の方向性
に，これまで小学校教師たちが培ってきた英
語教育の成果を生かすような発想を求めた
い。 
 
・教師の実践に対する意欲を高めるもの 
小学校英語教育の成功の鍵となるのは，教
師の実践に対する意欲である。本研究におけ
る質的研究からは教師が異なった外国語指
導実践への意欲づけとなる要因をもってい
ることが示された。例えば教師 Aは「子ども
たちの関係性に望ましい変化が見られたこ
と (自尊関係志向)」，教師 Bは「子どもの理
解や反応に変化がみられたこと (授業力向
上志向)」，教師 Cは「子どもたちが英語に関
心をもつようになったこと (言語興味志向)」
がその実践を意欲づけている要因であるこ
とが読み取られた。これらの教師たちに共通
しているのは「子どもたちに見られた望まし
い変化の実体験」であった。小学校教師たち
は，教科内容の指導だけではなく，児童の生
活や人間的な成長に対しても責任をもって
いる。教師が英語指導実践によって自分のク
ラスの子供たちに望ましい変化が生じたこ
とを実感できたとき，英語教育実践が彼らの
小学校教師としての教育実践のための歯車
の一つとして大きな役割を果たすこととな
るだろ 
 
・ビリーフの可視化 
教師のビリーフは，無意識に教育実践に影



響を及ぼしているとされ，教師教育にビリー
フ研究を取り入れることの必要性は多くの
研究者によって主張されている。しかし，具
体的にそれをどのように取り入れるのかと
いうことに関しては十分に検討されていな
い。人の内面を探るための質的調査で問題に
なることは，インタビューや質問からは本人
が無意識にもっている信念や感情までを引
き出すことは難しいということにある。本研
究においては，直接的な質問ではなく，グル
ープ内で共通に語りあった発言の中から構
成概念を抽出した。そうしたグループ討議に
おいては，教師たちが互いの言葉に触発され
ながら，自己の内省を深めていく姿が見られ
ていた。グループ討議に関して，本研究の参
加者である教師たちからは「いろいろなこと
を考え，気づくためのとてもいい機会になっ
た」という言葉があった。ビリーフ研究は，
教師本人が自覚することによってはじめて
授業改善に活かされる。本研究で用いたグル
ープ討議は人の内面を引き出すための有効
な手段の一つであると考える。 
 
② 新しい英語教育の可能性 
本研究からは，学習者に活動をさせること
の多い外国語活動を指導するという経験が，
教師の指導観を「生徒主体の指導観」に変化
させることが示され，英語教育の導入が小学
校における構成主義的教育観を強化・促進す
る可能性が示唆された。つまり小学校英語教
育が小学校教師たちの指導観に変化をもた
らし，それによって小学校教育全体が変容す
る可能性があると考えることができる。そし
てまた，小学校で培われた英語教育が我が国
における英語教育全般に変化を及ぼす可能
性に期待することもできる。本研究からは，
小学校の英語教育において，外国語の知識や
スキルのない子供たちを相手に生徒主体の
授業実践を構築することを目指した従来の
授業実践の枠にはまらない，独自の実践が構
築されている可能性があることが示された。
他の教育実践における経験が外国語活動の
授業においても生かされることが期待でき
る。小学校での学びは，全体として実に豊か
な内容を学んでいる。小学校教育で培われて
きた実践知から我々が学べることは多いと
考える。 
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